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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年7月26日(2018.7.26)

【公開番号】特開2017-11351(P2017-11351A)
【公開日】平成29年1月12日(2017.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2017-002
【出願番号】特願2015-121910(P2015-121910)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/243    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/16     (2014.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/243    　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ    7/16     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月15日(2018.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明による撮像装置は、撮像によって連続する複数のフ
レームを有する映像を出力する撮像装置であって、前記複数のフレームにおいて、前記撮
像装置と被写体との距離を示す距離情報に基づいて前記被写体を示す被写体領域を求め、
前記被写体領域に応じて複数の輝度検出領域を設定する設定手段と、前記輝度検出領域に
おいて帯状の明るさの段差が生じているか否かを判定する判定手段と、を有することを特
徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による制御方法は、撮像によって連続する複数のフレームを有する映像を出力す
る撮像装置の制御方法であって、前記複数のフレームにおいて、前記撮像装置と被写体と
の距離を示す距離情報に基づいて前記被写体を示す被写体領域を求め、前記被写体領域に
応じて複数の輝度検出領域を設定する設定ステップと、前記輝度検出領域において帯状の
明るさの段差が生じているか否かを判定する判定ステップと、を有することを特徴とする
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１１】
　本発明による制御プログラムは、撮像によって連続する複数のフレームを有する映像を
出力する撮像装置で用いられる制御プログラムであって、前記撮像装置が備えるコンピュ
ータに、前記複数のフレームにおいて、前記撮像装置と被写体との距離を示す距離情報に
基づいて前記被写体を示す被写体領域を求め、前記被写体領域に応じて複数の輝度検出領
域を設定する設定ステップと、前記輝度検出領域において帯状の明るさの段差が生じてい
るか否かを判定する判定ステップと、を実行させることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像によって連続する複数のフレームを有する映像を出力する撮像装置であって、
　前記複数のフレームにおいて、前記撮像装置と被写体との距離を示す距離情報に基づい
て前記被写体を示す被写体領域を求め、前記被写体領域に応じて複数の輝度検出領域を設
定する設定手段と、
　前記輝度検出領域において帯状の明るさの段差が生じているか否かを判定する判定手段
と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記複数のフレームにおいて前記輝度検出領域についてライン方向に
おける輝度データを求めて、連続する２フレームにおいて対応する輝度検出領域における
前記ライン方向の輝度差が所定の閾値を超えるラインの数が予め設定されたライン数連続
すると、前記輝度検出領域において帯状の明るさの段差が生じていると判定することを特
徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記輝度データは、ライン方向における平均輝度レベルを示すデータであることを特徴
とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記輝度データは、ライン方向における輝度積分値を示すデータであることを特徴とす
る請求項２に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記判定手段によって前記帯状の明るさの段差が生じていると判定されると、前記帯状
の明るさの段差を補正する補正手段を有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　撮像によって連続する複数のフレームを有する映像を出力する撮像装置の制御方法であ
って、
　前記複数のフレームにおいて、前記撮像装置と被写体との距離を示す距離情報に基づい
て前記被写体を示す被写体領域を求め、前記被写体領域に応じて複数の輝度検出領域を設
定する設定ステップと、
　前記輝度検出領域において帯状の明るさの段差が生じているか否かを判定する判定ステ
ップと、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項７】
　撮像によって連続する複数のフレームを有する映像を出力する撮像装置で用いられる制
御プログラムであって、
　前記撮像装置が備えるコンピュータに、
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　前記複数のフレームにおいて、前記撮像装置と被写体との距離を示す距離情報に基づい
て前記被写体を示す被写体領域を求め、前記被写体領域に応じて複数の輝度検出領域を設
定する設定ステップと、
　前記輝度検出領域において帯状の明るさの段差が生じているか否かを判定する判定ステ
ップと、
　を実行させることを特徴とする制御プログラム。
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